
大雪山・旭岳

1.日程：2026 年 6 月 28 日（日曜日）

2.参加者： 原田晴(記)、原田尚（記）、大西 3名

3.コース： ロープウェイ山頂・姿見駅から旭岳往復 (標準タイム上り 2:50 下り 2:05)

姿見駅 6:40⇒(0:20)姿見の池 7:00⇒(2:30)8:55 旭岳山頂 9:00⇒(1:50)10:10 姿見の池 10:25

⇒(0:15)10:40 姿見駅

4.山行報告

当初は十勝岳に登る計画だった

が、数日前に危険レベルが2に上が

ったため、急遽旭岳に変更した。

新千歳空港からレンタカーで旭岳

温泉までのドライブでケイズハウ

ス北海道に前泊する。チェックイン時に旭川から移動の大西さんと

合流する。ここは素泊りだったが、電子レンジやキッチンセット、

無料の飲料や朝食など完備されており清潔感もあってお薦めだ。な

によりも温泉が素晴らしく、夜、真夜中、朝の三回入浴したが、露天

風呂は外の森との仕切りが全くなかったので、熊を気にして深夜では

内風呂だけで我慢した。

ロープウェイは 6時半から運転するため、予定より早めて 6時過ぎ

に宿舎を出発する。始発のロープウェイに乗れた。山頂の姿見駅から

の旭岳は視界不良で頂上は全く見えない。歩き出すとキバナ石楠花が

盛りに咲いている。登山路には両側に緑色のロープが張ってあったの

で、迷うことなく進むことが出来た。姿見の池から上って行くと次第

に風が強くなってきたので、ダウンと雨具を着こんで先に進む。ネッ

クウォーマーを忘れたことを悔やむ。やっとの思いで頂上に到着した

が、あいかわらず視界不良で小雨も降り出して来たので写真を取り終えたらすぐに下山した。今回

は複数の外国人のグループがいたが、薄着で上るものもおり、なかには山頂に行こうか、どうしよ

うかと躊躇しているものもいた。池近くの石室に近づいた

頃には風も収まり霧も開けてきた。左側にはゼブラ模様の

雪渓が素晴らしい。池はドラゴンアイに似ていて神秘的だ。

この周辺は天気が良ければ絶好の撮影ポイントだ。姿見の

池からロープウェイ駅へ帰る途中から雨が強く降り出した

ので急いで駅に戻る。今晩の宿は札幌市内なので、下山後

速やかに移動する。山麓は好天だったが、札幌へ向かう高

速道路では雨が降ってきたり、晴れてみたりとの繰り返し

で不安定な一日だった。 （写真）大西さん提供 上：ショウジョウバカマとキバナ石楠花、

右中：姿見の池、左下：旭岳山頂 以上






